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太宰府市公式SNSの
フォローお願いします！

本
市
の
文
化
財
審
議
会
で
あ
る
太
宰
府

市
文
化
財
専
門
委
員
会
よ
り
令
和
３
年
７

月
28
日
に
出
さ
れ
た
答
申
を
受
け
て
、
８

月
30
日
付
け
で
新
た
に
１
件
が
太
宰
府
市

指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

市
指
定
文
化
財
は
合
計
33
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
市
指
定
有
形
文
化
財
(
考
古
資
料
)
１
件
】

脇
道
遺
跡
出
土
旧
石
器
時
代
石
器
群

脇
道
遺
跡
は
、
大
佐
野
川
右
岸
の
丘
陵

裾
部
の
標
高
約
38
ｍ
に
立
地
す
る
旧
石
器

時
代
か
ら
古
代
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で

す
。
佐
野
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
と

も
な
っ
て
平
成
９
(
１
９
９
７
)
年
度
に
実

施
し
た
発
掘
調
査
(
脇
道
遺
跡
第
４
次
調

査
)に
お
い
て
、
現
地
表
面
か
ら
０
・
８
~

２
ｍ
の
深
さ
の
土
層
中
か
ら
、
石
器
と
共

に
多
量
の
剝
片
(※

)
類
が
ま
と
ま
っ
て
出

土
し
、
合
わ
せ
て
１
千
３
８
０
点
を
数
え

ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
約
２
万
９
千
年
前
に
現
在

の
鹿
児
島
湾
で
噴
火
し
た
姶
良
丹
沢
火
山

の
火
山
灰
(
姶
良
Ｔ
ｎ
火
山
灰
)
の
堆
積
層

よ
り
も
上
部
の
土
層
か
ら
出
土
し
、
後
期

旧
石
器
時
代
の
後
半
期
に
位
置
付
け
ら
れ

ま
す
。
指
定
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
多
量

に
出
土
し
た
石
製
遺
物
の
う
ち
、
定
形
的

な
石
器
と
い
え
る
70
点
で
す
。
そ
の
内
訳

は
、
台
形
石
器
14
点
、
削
器
・
掻
器(
ス
ク

レ
イ
パ
ー
)
43
点
、
ナ
イ
フ
形
石
器
３
点
、

剝
片
尖
頭
器
１
点
、
彫
刻
刀
形
石
器
３
点
、

鋸
歯
縁
石
器
４
点
、
敲
石
２
点
で
、
狩
り
の

道
具
よ
り
も
、
皮
な
め
し
や
木
を
削
っ
た

り
と
加
工
に
使
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
道
具

が
多
い
点
が
特
徴
で
す
。
脇
道
遺
跡
が
当

時
の
人
々
の
暮
ら
し
の
拠
点
と
な
る
場
で

あ
っ
た
事
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
人
々
の
活
動
の
痕
跡
を

示
す
も
の
と
し
て
は
最
も
古
い
時
代
の
文

化
財
で
あ
り
、
大
変
重
要
な
資
料
で
す
。

※

剝
片…

石
器
を
作
る
際
に
生
じ
る
石
の

破
片

文
化
財
課
調
査
係　

遠
藤　

茜

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

【指定された石器の一部】

← 台形石器
だ い け い せ っ  き

さ っ  き そ う  き

は く へ ん せ ん と う  き

← 削器・掻器

← ナイフ形石器（左）・剝片尖頭器（右）

え

ん

ど

う　
　

あ
か
ね

台形の形をした石器をこう

呼んでいます。脇道遺跡出

土のものは、大型品や特徴

的な形状のものがあり、削

る用途などに使われたと考

えられています。

突き刺す・切る道具と考えられて

います。

削ったり、掻(か)き

取ったり、皮をなめし

たりする道具と考えら

れています。

あ

い 

ら 

た

ん
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わ

わ

き

ど
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せ

き
し
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き
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う
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っ
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じ

だ

い

せ

っ
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ぐ

ん

さ

っ 
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そ
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き

せ

ん

と
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き
は

く

へ
ん

き
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し 

え

ん

た
た
き
い
し

太
宰
府
の
文
化
財
439

本
年
に
新
指
定
さ
れ
た
文
化
財

46広報だざいふ 2021.12.1 （令和 3 年）


